
■景観・デザイン委員会では、東日本大震災の復旧復興計画が各地で 具体的になりつつある状況に鑑
み、この問題について幅広く議論するとともに、被災地以外の今後の防災計画についても議論する
ため、防災・ 復興小委員会を設置しました。

■活動記録

・公開リレートーク「復興現場の風景ーこの１年を振り返る」
2012年3月29日（木）13:00-16:00
場所：東京大学工学部１号館13号講義室
趣旨：物理的な風景だけでなく、人々の話し合いの情景や、様々な仕組みや議論の状況という
　　　　比喩的な意味での風景を重ねながら、この１年、復興の現場に関わってこられた方々が
　　　　お感じになっている事を語っていただき、”復興”の今後について議論する。
スピーカー：中井祐（東京大学）、窪田亜矢（東京大学）、平野勝也（東北大学）、羽藤英二 （東

京大学）
　司会：佐々木葉（景観・デザイン委員会幹事

長）　

・南相馬市視察（第二回）
2012年2月17日（金）

・第4回 防災・復興小委員会
2012年1月10日（火）17：30-19：30　場所：東京大学工学部一号館4階406

・第3回 防災・復興小委員会
2011年11月22日（火）　場所：土木学会 Ｅ会議室

・南相馬市視察（第一回）
2011年11月18日（金）

・第2回 防災・復興小委員会
2011年9月21日（水）16:30-18:30　場所：早稲田大学理工キャンパス 51号館16階会議室

・第1回 防災・復興小委員会
2011年9月2日（金）16:00-18:00　場所：早稲田大学理工キャンパス 51号館16階会議室

■本小委員会での議論をもとに、現在検討が進んでいる河川・海岸堤防の復旧における景観検討に対す
る提言を景観・デザイン委員会から2011年9月20日 に国土交通省に提出いたしました。

https://www.jsce.or.jp/committee/lsd/fukko/teigen090430.pdf
https://www.jsce.or.jp/committee/lsd/fukko/teigen110920.pdf


2011年度
委員職区分名 氏名 勤務先 所属部署・役職
委員長 佐々木　葉 早稲田大学 教授
委員 阿部 貴弘 国土交通省国土技術政策総合研究所 環境研究部 緑化生態研究室 研究官
委員 天野 光一 日本大学 教授
委員 石井 信行 山梨大学大学院 准教授
委員 伊藤 登 株式会社プランニングネットワーク 代表取締役
委員 大波　修二 株式会社オリエン タルコンサルタンツ ＳＣ事業本部　副主幹（都市・景観）
委員 尾崎 信 東京大学大学院 助教
委員 兼子 和彦 株式会社東京建設コンサルタント 上席プロジェクトマネジャー
委員 斎藤 潮 東京工業大学大学院 教授
委員 篠原 修 東京大学名誉教授，GSデザイン会議代表
委員 関 文夫 日本大学 教授
委員 中井 祐 東京大学大学院 教授
委員 二井 昭佳 国士舘大学 専任講師
委員 平野 勝也 東北大学大学院 准教授
委員 福井 恒明 東京大学大学院 特任准教授

委員 水谷 智充 株式会社千代田コンサルタント 東日本事業部 道路部 景観デザイン
課　課長

委員 山口 敬太 京都大学大学院 助教



 

 

土木学会 景観・デザイン委員会 防災復興小委員会主催 

 

公開リレートーク 

「復興現場の風景ーこの１年を振り返る」 

 

日時：2012 年 3 月 29 日（木）13 時～16 時 

場所：東京大学 本郷キャンパス 工学部 1 号館 13 号講義室 

 

趣旨：物理的な風景だけでなく、人々の話し合いの情景や、様々な仕組みや議論の状況とい

う比喩的な意味での風景を重ねながら、この１年、復興の現場に関わってこられた方々がお

感じになっている事を語っていただき、”復興”の今後について議論する。 

 

 

プログラム 

 

13：00 はじめに 防災復興小委員会の活動説明と本日の趣旨 

 佐々木葉 早稲田大学創造理工学部社会環境工学科教授 

   土木学会景観・デザイン委員会幹事長 防災復興小委員会委員長 

 

13：15 岩手県大槌町から 「町もしくは風景の再生について考えてきたこと」 

中井祐 東京大学工学部社会基盤学科教授・防災復興小委員会委員 

 

13：45 岩手県大槌町から 「赤浜集落および大槌の歴史文化資源」 

窪田亜矢 東京大学工学部都市工学科准教授 

 

14：15 休憩 

 

14：30 岩手県陸前高田市から 「震災から１年」 

 羽藤英二 東京大学工学部都市工学科准教授 

 

15：00 「まちづくりと防潮堤」 

 平野勝也 東北大学大学院情報科学研究科准教授・防災復興小委員会委員 

 

15：30 フリーディスカッション 

16：00 閉会 
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 景  復興  

 

 

景観・デザイン委員会では、東日本大震災の復 復興 が で 的になりつつ る状況に み、この につ

いて く議論するとともに、 災 の今後の防災 についても議論するため、防災・復興小委員会を し

ました。 

 

委員長 佐々木 葉 委員 部 ・ 野 ・ 井 ・ 藤 ・大  二・  ・  ・ 藤 潮・

 ・関 文 ・中井 祐・二井 ・平野 勝也・ 井 明・  ・   

 

 

  

 

2011.9.2  １ ：学会 での状況報 ・ 災 の状況報 ・今後の活動な  

2011.9.14  土 が 中の ・ 堤防の復 における景観 について 長（ 大学教

授）と意  

2011.9.20 「東北 方 平 震によって 災した ・ 造物の復 の景観 に してのお い」

を 土 に  

2011.9.21 ：早稲田大学 也 生による と堤防に関する ャー 

2011.9.28  にて ・ 堤防の復 における景観 事 について ーキン  

2011.11.18  市  20Km の と 年会議所理事長に リン  

2011.11.22 ： 災 の状況報 ・シン について 

2011.12.2  景観デザイン研究 会シン  復興の中に められる「風景」とは  

 復興現場からの報 ： ・大槌・都市デザイン・ デザイン 

 パ ディスカッション：田中 （ 町 ） （ 大学） （ ）

（東京 ン ン ） 田 （日本大学） 佐々木葉 

2011.12.11  早稲田まちづくりシン 2011 風景の再生  フ ー ッ ー  

 ・ 田 ・佐々木葉 

2012.1.10  4 ： 災 の状況報 ・復興 /デザインの について 

2012.2.17  市  

2012.3.39  リ ー ー 「復興現場の風景ーこの１年を り る」 
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はじめに（佐々木葉） 

 

リ ー ー という で、 様お しいのでこられるときに てもらって話すという

で ー ンに います。 

今日お いしておりますのは、 に る4 の方にお話をしていただくことを

しています。また、 の には、防災・復興小委員会のことについて いて

ります。震災 後に景観をやっている 々は、し らくはまだ組 を る話でもないだ

うということで、 にこういう会を ち たのは 年の 月です。 

の中で、 土 の が ・ 堤防を するに たって景観的 に

関する イ インを るという話が めまして、 の 長に 大学の 生がつ

いておられて、 生の方からもう し景観の事に関して っく ら に議論する事が

だ うと をかけていただいて、 こにお手 いをするということが 月から まりま

した。また、 を れる 会というものをもちまして、 キ の では ち

れないとこ での リン な の を てもらいました。また、景観デザイン研究

会や、早稲田大学のシン な でも話を ていただく 会をもらいました。 

 

今日は、 にまた年 に しましたが、はじめてお けするかたもおおく、 し

く っています。 後には、お 人お とりから意 を く 会な も けようと いま

すので、 、よ しくお いします。では、 れ れ20 のお話になりますが、よ

しくお いします。 
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岩手県大槌町から「町もしくは風景の再生について考えてきたこと」（中井祐） 

 

東京大学の中井です。この 年のことについて、 か 論を すという話ではないので

すが、お話し ていただきます。お りした資 は、イン ー 事ですが、 の考

えが のまま れています。 

的な復興 をとおして が考えてきたいち の ー は、風景というのは人を

えるのかということだったと います。これは2011年4月4日の ですが、こういう

になった 災 を て、これは風景の だという、 感な ですけ も感 を ちま

した（大槌、 県 葉 野町）。 野というのは キ ですので、 物だけ って、

人が くいない状 。これははたして風景と えるのだ うか。 

めて 災 を て ったのは、風景というのは、人と人のつながり、人と土 のつな

がりが生きていて めて現前する。風景には、人の意味がもともと まれているといいま

す。風 とか。風景は人 ってのものなのだということを考え られました。 に考え

れ 、人は の りに な風景が に るからこ 、意 的か かにかかわら 、

とつながって めて がいる だということを できる、という事を いました。だ

から、風景が ち がることによって、大 な を った人でも は とりではない、

ということを じることができ、わ かなりとも われるのではないか。ですから、人と

人、人と土 のつながりが環境化（ 化 ）した り まとしての風景をとりも すの

が、 した ー でした。このことが、大槌で ンを造ったことに がってい

ったのかなと います。これは、7月24日の ンの ですが、 にこれは風

景と るものだなと感じました。がれきが く かないなか、赤ち うち が っと

って、 々 々人が集まってくる。 

このようなことをやりながら、復興 に わって うしても できないことが り

ます。 れは、 をつく う、ということを たちは に いますが、 れが 的に

ういうものなのか、ということを い けていない。たとえ 、われわれが日 的に

い くような 、 が り、 が り、 、 ういうものが り、というも

のを してしまいますが、 っとしたら、現 には こら のスーパーやディスカ

ン ス に で って、という方が だったりするわけです。 れでは らが復興し

ようとしている の の とは ういうものなのか。 

の の中では、 としての のイ ー を に いて れを 現するために物事を

動かしていくというやり方と、人と人とのつながりの中から と れてくる環境の

り方と、この二つを のように ンス るのかということで でいる所が りま

す。 前、もと ン ーの リザ ス が、北 から佐 に とみ

が 郷したとき、 の人がたく えにきている ースを ながら、とてもうら

やましい、と った。 の リカの 郷は、まちなみは のまま っているけ

人は れ わり ち わりで っていない。 のこ の人 関 が っくり っている
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がうらやましいということだった。 

のとき、人のつながりというものと町との関 が重 だと考え られた。 

大槌の復興まちづくりで考えているのは、ようするに、人と人、人と土 のつながりを

ら に 復していく様なやりかたです。 して、 れらが しい風景として ち がる

ことができれ 、大槌 の様々な人の に く をもつようになるのだ うと い

ます。 

しかし、人と人のつながりは としての環境の る き の の にすることは

しい。やはりフィ カ ン ン をやる らかの を しなけれ 物事は動

かないのは事 です。では としての環境を するための のとっかかりになるも

のはな だ うというのは に考え けています。たとえ 、 シャ では で れ

た町を に復 しました。でも 陸で じようにすることは りえない。ではなにをよ

り こ にしてphysical environmentを考えていけ よいのか。 

いま考えていることを話しますと、中 市 の に 社 という場所が ります。

ここにち っとした が って、この大槌の中でも にとって重 な 場です。ここを

もう 復 しよう、ということを考えています。 、環境の 化と いましたが、

を のまま復 するのではなくて、 ー ショッ で、この場所に して人々がも

っているイ ー や 、 い を きだしてきて、デザインするということをやってみ

ようと っています。 

ただし、 も ります。大 に 井というものが って、これは ン ン の

方に してもらった ですが、このように の が がっている。 のいっ

うで、 のために市 を り土することになっている。 り土をすると 井はつ

れます。 り土 に、 井を活かした づくりを めるのがいいのではないかと

考えていますが、 土と、この 井を ういう風に大槌の らしに活かすキーにするか

という たつをいかに るかというのが今年 の 関です。 

後に、 と 事 が き けた事 について めて考えてみますと、平 な日

の意味と、 れを り すことの かなと います。 は り れた、 化に

しいここの な日 こ が生きるということの っこで り、人 の の になる。

人 の の えるためのデザイン の風景の 、 のなかでのデザインというも

のが、今後 が 究していきたいことです。 

 

 

～ ～ 

場 ： き の 社 というものについて しく。 

： もまだ している 中ですが、 社な は りますが のかかわりというのは

まり しく えていま 。 な から るとか ういうわけでもないのですが、

りな ではわりと り がる場所で ったと いています。 パ ン的には いとこ

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）

画像などの無断転載・引用ご遠慮ください。 5



 
 

かなとおもいますが、 のようにしてこのようなパ ンになったか も が ら

れていて まりわかりま 。もし り土をする場合は、 が りなくなって が

てこなくなってしまいます。 

 

場 ：もうすでに、 る が っている場所になっていると いますが、 れ

に して のようにお考えですか   

：大槌では、 を高める、という方 で をつくっていく、防潮堤によってこれを

にする、 して、 ィを ないという で めていることはよかった

ことかと います。しかし、防潮堤について いかないとこ も り、町 との意

で めているのですが、 主 で防潮堤を めてよかったのか、ということは り

です。 して、大事な人々を った方たちが、防潮堤が く、 との関わりがおおいい方

がいいよとは えるわけがなくて、 この部 では、なかなか意 が えなかった。 

 

場 ： 災 での人 に する は のことは議論していなかったの

か  

：たしかに、人 は っていきます。 では、方 として 小していく方 で

すが、20年後の がこうだから、今す にこうし というわけで めていくことが し

いことだとは えま 。 なくとも生き った方が という事に う するか、と

いう事を考えた になっています。 
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1

土木学会 景観・デザイン委員会 防災復興小委員会主催
公開リレートーク「復興現場の風景ーこの１年を振り返る」

町もしくは風景の再生について考えてきたこと
（風景は人を救えるのか？）（風景は人を救えるのか？）

東京大学 社会基盤学専攻
中井 祐

大槌町（町方）；2011年4月4日

福島県双葉郡広野町；2011年4月11日

一面廃墟となった被災地を見て感じたこと：

風景＝人と人のつながり、人と土地のつながりが生きていて
はじめて現前する

（逆に考えれば）
人は、身のまわりに身近な風景が常にあるからこそ、自分が
人や土地（自然）とつながって生きている（＝自分は一人で
生きているのではない、孤独ではない）ということを信じら
れるのではないか

風景がたちあがることによって、大切な他者を失った人で
も自分は一人ではない、ということを信じることができ、
わずかなりとも救われるのではないか。

人と人、人と土地のつながりが環境化（実体化？）し
たありさまとしての風景

→ 屋台居酒屋ドンの試み

大槌町（町方）小槌神社脇に屋台居酒屋ドン開店；2011年7月24日
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2

・もうひとつの課題：
復興されるべき町の実際の姿とは？（ex：商店街）

・（桐谷エリザベス氏とのエピソード）

・町の本質とはなにか？という問い・町の本質とはなにか？という問い。
＝人はなぜ町を築いて生きるのか。

・居酒屋ドンの赤提灯が灯ったときに感じたこと；
「この屋台の空間のなかに、町がある」
（町＝ある種の人のつながりを保証する環境）

大槌の復興まちづくりで目指していること；

人と人、人と土地のつながりを切らさず修復していくこと
を常に優先してものごとを考え、進めていけば、それらの
ながりがお ずと大槌 風景とし たちあがるはずつながりがおのずと大槌の風景としてたちあがるはず。

（それが少しでも美しい風景としてたちあがれば、より
たくさんの人の心に訴えかける普遍性を宿す）

しかし・・・

人と人のつながりは、実態としての環境のあるべき姿の根
拠にすることは難しい。
（＝それが直接、具体の空間、風景のあるべき形を導いて
くれるわけ はな ）くれるわけではない）

いかにして、physical environment の「おのずからし
かるべき形」を見いだせるか。
（cf．ワルシャワ）

御社地

被災前の御社地の姿（都市工学専攻・窪田准教授の支援活動の成果を提供いただいた）
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3

東京建設コンサルタント・前田氏提供

（補足）

津波と原発事故が突きつけた事実：平凡な日常の意味と、そ
れをとりもどすことの困難

外見上はありふれた、変化に乏しい個々の退屈な日常こそが、外見 、変化 乏 個 退屈 日常 、
生きるということの根っこである（人間の実存の証拠？）。

人間の実存を支えるためのデザイン
＝自然（じねん）の風景の追究

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）
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岩手県大槌町から「赤浜集落および大槌の歴史文化資源」（窪田亜矢） 

 

本日おはなしするのが、（大槌の中でも）赤浜 の話と大槌の歴史文化資源の話にな

ります。 き の中井 生の話では を ましたが、 の方では赤浜の方に を

てて話していきます。 

たちが考えている集落というス ー 、 の に、大槌町 、また、もう し人

が 感 として える 、これら つを 時に考えていかなけれ いけないと って

います。 れから、震災を考えるときに5つくらいの ー を考えることが大 かと いま

す。この つの ー を るときに、 のような論 から物事を考えているかを話しますと、

ここでは と のように き合いうまく き合っていくかということを考える が

ると っています。 災から、復興に けて日々 できているわけですが、震災 前の

状況、 れ 前の集落の ができる時まで る が る。また、復興したい の本

というものを考えると、震災前の様 が重 で り、 れらを ることをま めたい

と考えています。 つ は、 災 のものですね。な これ の大 事になったのかを

的に しないとまた り すだ う。 らに、いま、 々と状況が 化している、

こから というものが えているは だという いから今の復興の り方を ている。

こから 、復興の ョンというものが えてくるだ うと っています。 

に 災 のものです。これが現 の ですが、 め て や からの

が長く、また、町 場も に ら れるとこ に れていた。 らに、防潮堤は

れてしまったということ。防潮堤に りす ていて、 がこれを えるという感 が

かったのも だったと います。 の もわかりやすい インが って、 社な

も れに合わ て てられていた。だけれ も、 れが えにくくなっていた。 

このような 災 のものから、 に が こってこの 年 できたのでし うか。

風景として生じてきたのが や 井です。 ういうとこ の に が てくる。こ

れが生きようとする現れですね。 れからこういうものが に大事だと った ですけ

、 しているとこ のパイ が る ですが、 のわきに ッ が いて った。

でも でいいですよということで って、 ういう風景がとても重 に感じられた。も

う とつは小槌 社のお りですが、 催するかは議論は りましたが、 やることが

できました。 のなかでも、お りの風景というものを は 感できたものだと い

ます。 

ういった、お りや 井も、より長いスパンで たときの歴史の中でできてきたも

のでした。1916年、1952年に比 て、1972年のものからは、高 長に合わ て

がな れもともと でいたとこ ではないとこ に市 が がっていった。

また、 つ つの集落の も てみると、 れ れの集落の られ方が えてくる。重

な に 社が ったり、 館な も なとこ に った。大きく ると大槌町と
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なりますが、 らに かく る が った。 れからこれは、 源の や、 の

した ですが、 と とのかかわりが く えるような かれ方が れている。です

から（ だけでなく） との関 というのも重 なのかなということもわかってきます。 

に震災 前まで いていた らしの風景です。これは く われました。 こで東京

大学都市工学科の 年生らと、まちの を つめるという みをしました。 の と

して、このカ ン ーを ったのですが、これを くと中には 災前のまちの様 な が

かれている。 れらを たりしながら、まちの 前の様 を れないように。のっ ら

うのとこ に しいまちをつくるわけでは してなくて、ここでの風景ま に人と人と

の関 、人と土 との関 、 の重 を したうえで、復興まちづくりをやっていく

だという事をみ なで していきたいなと いました。 

復興まちづくりについては や りといったようなものが重 なキー ー となって

いくと考えていますけれ も、いった ここでまとめますと、風景は れてしまいま

したが、 と いていっている歴史や 、 れたように えるがいま復興が まって

いる や り、しかしもっと くの してしまった日 の は、 って再生

していかなけれ しいと います。 

後に、赤浜の話を ていただきます。8月28日に 町長が れまして、 れ 、

ッ のまちづくりで、つい したくなる の える しいまちづくりという

ものを っていきたいという方 を めました。 して、 集落に 復興 会議を

して、 れ れに ーディ ー ーがいて、二 に おこなわれました。ここで重

なのが、 ッ のまちづくりということと、 をしたくなる づくりという

ものの に が るということです。これを のように していくかということを考

えました。 

こうしたフ ー な話し合の前に、 は、インフ ー な ッ 議論が、

や をつかって まっていました。 のなかに わら ていただきながら、 の方々

の 意 をうかがっていると野 場が しいとか、 ッカー場が しい に意 が って

しまって、これはいった 理をしなくち いけないなと いました。 す てを き

うけるというス ンスで めて、ここでおっし っていることの本 を 葉にして すと

いう事をやりました。 え 浜に野 場が しいというのは、本 に野 場が しいわけ

ではなくて こに人の みが しいという と して、 ういうやりとりをしていく

うちにうまくいくようになりました。 れらの をまとめていったことで、インフ ー

からフ ー な と話がス ー に できたと います。 こで が と

して関わるからにはと考えて けていたことは、今の 災 の方々が考えている事と、

の 人との会話をこの場でつくり すことができないかということです。こういう

場にな うと ったときに、いち 重 だったことは、 は 人じ ないという事です。

で に話し合った研究室 部のス ッフ、 の 、 ン ン の方々

と して、議論したうえで、 の人に かけていかないと、 の の な
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てとてもできない。 

これが に を って会議した時の風景ですが、みな 、とても関 をもってい

ただけました。また、 ン ン の方に いてもらった を て、い い 議論を

して、 的なまちの復興基本 となりました。 

後に、 の といいましたが、 を り りつめていくのは、今の で

は に しい。話し合いの場や の方々の いは、 々と わっています。 こで、

復興 を2 の時 で考えて、大きな を きながら、 方では な を け

てやっていく、という でやりたい。 して、 の復興というのも今後の として

るのだと っています。 

 

 

～ ～ 

： とつ の です。大槌は集落の や 井・ りが る。 のような

的な ン ス が る場所で ったが、もともと をと めていなかったような集落

で きてしまった災 時は のように復興を考えれ いいのか  

二つ は、（復興まちづくりに ら ）景観や歴史的 ン ス を りながら づくり

をやりたいといっても、できない が るのではないかということに う考えていけ

いいか   

：1 については、震災復興小学 が つの なのかなと。 フ ッショ の

が活きた事 としては重 な だと う。赤浜の場合は、 や に手がかりが

で議論の中で と イデ が ら できたとこ が りますが、 から イデ を

すようなことも められるときが ると います。 のためにはまだ していかなけ

れ いけないことが く ると っています。 

2 については、これまでも本 に ちこちで 北していて 。 では、観 をはじめ

として に くものを復活 ていく を研究室の で みてい

ます。 くの集落について と の人が の 感を しているが、 この方

論を 々が 手く できていないという がしています。 

 

場 ： の 主主義の についてですが、 が の の 場に

的になるとか、 の が議論し合うというのは大事なことだと います。これまで

の、 論が イでき き がっち うというとこ から 前 していると う

ので、 れが 化できるとよいと います。 の は るのか。もう とつ、大槌

の文化資源 というのは こに な うに っていくのか。 

： については、 はこのやりかたを 化できるといいなと っています。

れは、 とりの イデ には が りますから、 が ー で意 を しな

がら めた うが にいい方 でいくかと います。もう とつの、文化な に
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ついては、 の話な は りましたが、 の われ方についてはまだ議論が れてい

なかった。 れに して、中井 の 社 な の話な を め、今後 っていくことが

重 なことになると考えています。 

：ス ィッ な でのやり方には が るのではないかということは、 が

していることだと います。 も したことのない事 に しているので、基本に

ち って の での議論を わして、 をもって して、 も けるとい

うことが重 かと います。 

 

：中井 の話を いていて ったことですが、ま 、人のつながりというのは

動的なものですが、 れらを し つフィッ ス て めていくことは大 かと いま

す。しかし、 の 方で、土 の所 関 とか、はっきりと を いて めていかなくて

はいけないようなシス が る。 のようなリ ッ なシス の中で、 ン とい

うのに え、 とか な をも めながら められる方 でやっていけ うでし

うか  

： は、シス ィッ にやる事が いと れている。ただ、 でも

とか れたりしている とが めていくことが りますが、 ういうのも、境

として めていくことでいいのではないかと考えている。 なくとも 陸の に

おいては 的な方 論化ということには まり重きを いていない。 

： のようなことも るだ うが、方 論というよりも、しっかり説明ができない

とお がつかない物事が いと うが の たりは うなのだ うか  

： の たりが ッ になっていて、 れ れが して、勝手についてこいみ

たいな関 が基本で、 の たちの関 はなりたっている。 的所 の考え方

や都市 にのっとってはいるけれ は うではなくて、 ン や土 が

現する め方ができれ いとは いますが。 

 

：中井 は今まで も したことのない事 と いましたが、歴史的に 人の

した、たとえ 関東大震災な も ったけれ も、 ういった 人の は、今後の

中でも活かしていけないのか  

：たしかに、歴史的には しているのですが、文 のとは話が う。現場でカ

ス イ していくのでないと話が でいかないかと。 と わっていく状況のな

かで の中で わらないものというのを リ にしておいて、 れは ける、みたいな。 

：震災・ 災復興と 的に うことは、 とつは、 の土 に めないこと。これ

までに、 の土 に ことができないことが大 なことかという状況。 たつめは、

人 も大きな で、 高 化もす い いで でいる。これらが重なっている

ということは、 めての事 なのではないか。 
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赤浜集落および大槌の歴史文化資源

復興現場の風景 この一年を振り返る

岩手県大槌町から

2012.3.29土木学会景観・デザイン委員会、防災復興小委員会
東京大学都市デザイン研究室／窪田亜矢

東北

日本

町

集落集落

生活
空間

東
日
本
大

2011 2012

震集 復日

古代 中世 近世 近代 現代

現在 未来

大
震
災
：
被
災

震
災
直
前
の
状
況

集
落
の
原
型

復
興
の
ビ
ジ
ョ
ン

日
々
の
復
興
過
程

復興まちづくりの論点

・集落の原型を明らかにする
→地域社会は、自然とどうつきあってきたのか？

・復興したいものは、震災前の風景にある
→震災前の状況はどうだったのか？

・被災を繰り返さない
→なぜこれほどの大惨事になったのか？

・刻々と変化する状況に柔軟に対応する
→一年の復興段階から何を学べるか？

・復興のビジョン＋アクションへ

１．大槌の被災状況

・被災を繰り返さない

→なぜこれほどの大惨事になったのか？

町民15,277人:H22 (大槌町発表2011.10.28)

死者802名、行方不明者520名

紫：建物倒壊エリア
赤：津波到達エリア
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2

埋め立て地や低地からの避難距離が長かった。
津波予測の甘さ等により、避難行動に至らなかった。
城山に逃げられた人は助かった。

町役場の屋上にまで至る津波の高さが認識できなかった。
低地に町役場が配置されていた。
町長不在時の復興が遅かった。

防潮堤は壊れた。
防潮堤を超えると思わなかったし、超えてはじめて気づいた。
水門を閉めに行った消防団員等が流された。

津波の浸水域と倒壊家屋の分布は、高さによって明らかに異なる。
山へとつながる道（神社や小学校が奥にある）を逃げた。

多くの神社は、倒壊や流出を免れた。
地域住民の避難先であり、祭りによって地域住民の精神を支えた。

２．大槌の復興まちづくりの現状

刻々と変化する状況に柔軟に対応する

→一年の復興段階から何を学ぶのか？

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）
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・住民による主体的な議論の場づくり
→集落毎の前向きな話し合い、気持ちの揺れ

・保健師らによる全戸訪問
→避難所から仮設住宅へのスムーズな移動

・NPO（遠野まごころネット）らによるサロン開設
→まごころ広場からまごころの郷へ

・外部からの支援
→屋台から仮設店舗へ

自噴井の分布 作図：萩原拓也

震災後の小槌神社

町方の市街地の大半が津波で失われる中、山際のや
や高台にある境内は、１７世紀制の２基をはじめと
する神輿４基は、奇跡的に被災を免れる。

資料提供：永瀬節治

奉納舞（鹿子踊り） 境内下での神輿渡御

資料提供：永瀬節治

奉納舞（鹿子踊り）

奉納舞（虎舞） 奉納舞（まるたに御旅所）

小鎚神社祭典（9/25）の流れ
9:00 本殿にて復興祈願祭
9:30 担ぎ手が神輿蔵の前に参集。

神霊遷座、祝詞奏上。
震災の犠牲者へ黙とう。

10:00 神輿渡御の開始（２基）。
境内では順次、郷土芸能

資料提供：永瀬節治

団体による奉納舞を実施。
10:20 神輿がまるたに御旅所へ。

神輿の前で奉納舞。
11:30 神輿が境内下の御旅所へ。
12:50 渡御を終え、神霊は本殿へ。
日本財団から大槌町郷土芸能保存団
体連合会への支援（7600万円規
模）の報告。目録の贈呈。
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３．大槌の自然と歴史

・集落の原型を明らかにする

→地域社会は、自然とどうつきあってきたのか？

町方地区の変遷 作図：田中暁子、萩原拓也

断面にみる集落の景
観

作図：岡村祐、萩原拓也 大槌町の湧水、井戸
出典：後藤・伊勢1965岩手県大槌町の地下水の水質

大槌町全域図：町勢要覧昭和９年

４．大槌の震災前の概況

・復興したいものは震災前の風景にある

→震災前の状況はどうだったのか？
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収集できた写真が撮影された地点のプロット

．復興まちづくりの今後に向けて

課題と学ぶべきこと
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・自然と文化を活かす：湧水と祭りによる地域再生

出典：鷲見2003湧水環境調査報告

集落／自治体レベルで
自立生活可能なまちづくり

家の中／井戸／共有湧水／海底湧水
飲料水の確保
サケマス、タチアマモの良好な漁場

鹿踊 虎舞

出典：鷲見2003湧水環境調査報告

小鎚神社の神輿ルート2011年9月 地域社会の主体的なまちづくり

自立生活可能なまちづくり

祭りに組み込む町の記憶、連帯、点検

６．赤浜集落の復興経過報告

東京に忘れてほしくない

仮設住宅立地状況（赤浜）

復興まちづくりの経緯

・8月28日、新町長碇川氏選出
1) ボトムアップ型のまちづくり
2) つい散歩したくなる美しいまちづくり

・各集落に地域復興構想会議を設置
それぞれにコーディネーター 二週間に一度それぞれにコ ディネ タ 、二週間に 度

・岩手県による津波シミュレーションと防潮堤高さの提示
大槌湾において14.5m（明治三陸からは守る）

赤浜での経緯：外部者に何ができるか？

町政が停止で、何もできない状態からの脱却
→地図や模型の持込
＝インフォーマルなボトムアップ型議論の開始
→地域の方々が思い描く施設を、言葉として捉え直す

ボトムアップ型の正式導入ボトムアップ型の正式導入
→コーディネーターとして、声の弱い層のアドボケイト
→今の被災者と、未来の地域住民の会話を想定する
→未来の地域住民＝課題がわかるはずの専門家が代替
→複数の専門家が、常に議論しながら考える

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）
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議論を経た発展案

地域住民の自主提案

町として国に提出した計画

・復興計画を二段階の時間で考える

残る課題：漁業の復興

その間に為すべきこと
→仮設住宅から本設への公平で合理的な移行の仕組み
→漁業集落の特性を活かしたまちづくりのあり方
→国の復興方針にのらないプロジェクトの実現

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）
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岩手県陸前高田市から「震災から 年」（羽藤英二） 

 

は陸前高田にはいって1年やってきたことを話します。 震の後物が落ちたり、 うい

った話を いているうちに が がってきて、 所こちらですよと をかけられたが

高 に くと った。 い 所にはいかなかったり、 の かにもい い な い み

の が りました。 れで、 が いた後は、 の がわかりやすくなっていました

が。震災後は、 状況の をしていた。72時 に こったこととしては、ま 、

東京のも を感じ られた。また、 災 はわかってのとおりで るが、 い状況

で った。 災後の風景はこういう状況でした（ ）。 

1年 やってきたことでは、 災から、復興 が12月、都市 が2月、事

が3月に大きなこととしては りましたが、ま は、2 後は現 りで 人的にい い

。 の後、学会の合 での で議論のフ ー 、 して、2か月たつくらいから、

防災 委員会・社会資本 議員会といったとこ で の話をしてきまし

た。 の後2か月まちづくりの話を めましたが、 し かったように いました。 して、

市 というフ ー 、と っていいのかわかりま が、復興を語る会といったものが

ち がってきました。これらは、とても が高く われてきたと っています。 の

にも、議会の 考人 な も りましたが、 こでは に れました。市 の

語、 の 語、 れらは うもので、 の中で様々な が った。 こを のように

び けていくかが大 なことかと考えています。 

復興の としては、このように たなつながりをつくっていくことですが、 れがなか

なか しいということは話 れています。 リッ をかけていくことが しい。 

のなかの としては、意 の 、 的 議の再 を る が ると。 化

れた の ー みたいな状況です。 

陸前高田は、こ な状況です。がれきは かしたような状況。 のように、 が め

ている 方で、市 も、 が れても りをおこなおうとしたり、 ういう様 が

られた。様々な方が、お りに いを められていた。 

のようにして復興 を ててきているわけですが、24 年 、25 年 と、様々なこと

が められていこうとしている。 のなかで、この か月、 の を話し合うことがで

きる が るのかと います。 

ここからは、 が考えていることになりますが、教 とデザインについてです。 災

では、野 をもう めている風景が られました。また、これらは たちが いた で

すが、復興 は8年くらいかかりますが、 らは復興が わるこ には20 くらいになる。

のなかで、教 の スに復興を り で めていくことが、 を考える で重

で ると います。しかし、学 のものも 災している状況で り、 れらのデザイ

ンを今、教 の話と に考えているとこ です。 

また、 こと、「なる」デザイン。 らしていた場所で人が くなったということを
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考えなくてはならない。「なる」デザインといいますが、生 してくる風景の中で、時

というものを り み、話を めるかが しいことでも り、重 なことかとも ってい

ます。 

これは、今年の 月 日の陸前高田の ですが人がこ なに集まっている様 は れま

で と られなかった。Less Aesthetics, More Ethicsという 葉が りますが、生を

考えるということが しも しいものにつながるのかわからないという状況になってき

ていると います。 

しかし、これらは、 の りに 話ではないと いますが、 のなかでも、 たちは

的に考えることが れているのだと います。 

 

 

～ ～ 

場 ：資 に の方が かれた陸前高田の話 が 部 っていますが、 こにも ス

ー ン主義的なものが しいと ります。 ス ー ンを っても、 的に

うするかというのが かりにくい。陸前高田では、これから れた時 で、 リ ィ

カ な は の に るとお考えですか  

： とつは、 ですね。 デザインはここでも てくる話 だと いますが、

前の のように を めてやるのではなく、 が たとこ まで考えてデザ

インに落とし でいくのが大事だと っています。 こは とつ リ ィカ な イン

なのかと っています。もう とつは、時 の話になるのかと いますが、高

の話は ての に にいえる事だと いますが、 が に重 だと感じているとこ

は、時 が いとこ かと しています。 

 

場 ： は たりまえのような話ですが、防潮堤な も めて、もっと イ

ッ に められるような話はないのか  

： イ ッ という 葉を中井 が のように っているのかはわかりま が、

年300人 つ人 が っていっている状況の中で、 々人の生活が 現しうる が早い

で れるのが いことだと う。 ・ 年しの ってこられるのだという 感

を え るような話ができることが重 かと います。 

 

：陸前高田は、 できるような けた土 ですが、ここでは、 の中 をも

ったりするような ン な が と れている で ると考えますか  

：たしかに、 は のことな も めてデザインしやすいが、 は こまで

をやれ いいのかがつかみにくい。もち 、 資源のようなものも るわけだけれ

も、 れらの のつながりを のようにつくるかが で る。お いの を考える

と、 な を たり、にじみだしたり たりするようなことを考えている。 
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： に ってしまえ 、これ の土 が本 に なのか  

：たしかに、 からの の部 は ことになると いますが、 に づくとこ

で れ まで なのかは。 

：赤浜でも、はま りという をもう 物に っけたりするような意 も たり

しています。 

：3月11日も 時 という でしたが、 こ いか に 人もいた。 ういうこ

とも考えると、シン リッ な として す もないのかと考えることも ますが、

やはり、まったく ういうことがなかったように すのも、 うかなと。 

場 ： の に関わる です。 も も でいた事 だった をも

う るということをやる、ということには、 をつ るとして。 う るなら し

い にというのも （ ）。もう つは、 ン の話に みますが、 リ にま

で を ることを すという話が ったので。 なくとも、 リ とい

うものが に れていて、 には と として を られてい

ますが、 れらの 情が考えられていない。 のようなとこ がたく って、 は

ン の話は、 的に 的に ン リ をつくっているのかとも えますが、

このことと リ とのかかわりは いのではないかと うので、 と ン のこ

とを関 く考えていかなけれ ならないことだと います。 
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震災から1年

羽藤英二

震災 日
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震災から 年やってきたこと
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まちづくり議論の
フレーム

いろ
いろ

市民

週間 日 か月か月 か月

市
事
業
計
画

ち
づ
く
り
委
員
会

地
入
り

発
災

県
都
市
計
画

定

復興のかたち

個人社会個人社会
(Private)(Private)

市場社会市場社会
(Market)(Market)

小さな市場(Small Market)

地縁地縁//血縁血縁
(Common)(Common)

公共社会公共社会
(Public)(Public)

地域安全保障(Local Security)

新しい協同体
(New Common)

さまざまな課題

1. 思 定の対立
– BRT（ 道事業者） vs.  道（県）の対立

– 行政の時間と市民の時間、専門家の時間の

– 自治体/都道 県をつなげただけの広域調 の自治体/都道 県を なげ け 広域調

2. 公的 議の再設計
– 化する 分化された専門 域の 言 ーム

– コミット ントのかたち： 学者・ 者集団の の
(の 壊)

– 学的な 見 を有するフ シリ ーター不在

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）

画像などの無断転載・引用ご遠慮ください。 27



5

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）

画像などの無断転載・引用ご遠慮ください。 28



6

まちづくり議論の
フレーム

いろ
いろ

市民

2週間 50日 2か月2か月 3か月

陸前高田の復興の現状

▲啓開が進む市内道路

▲復興エリアの確認

▲祭りの開催の決定

▲けんか太鼓の復活

▲避難シミュレーション(3月11日, 15:00)

▲復興基本計画

▲防災集団移転計画

▼津波シミュレーション

デザインと教育
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悼むこと、「なる」デザイン

広 に原 が 下された1945年（昭和20年）8月6日には、 の ら を け 郷の にあって 道にいたが、 け野原となって も
くなっていた実家に到 した 7日、 はすでに2日に しており、広 市への原 下と じ日に実施された今治空 によって、 も

時に っていたことを らされる。壊 的被 を けた広 は、外国の でル・コルビュジエの ビエト・ レス計画案と出 い、建 家を
した想い出の地でもあった。その広 の復興計画が 災復興 で 上にの っていることを るに で、残 能の 性を 配さ

れたにもかかわらず、 下は して を し出た。 田 ・大 ら東大の研究室のスタッフとともに1946年の に広 入りし、都市
計画業 に 事した。その は、広 市主 の広 平和記 公 のコン に した 、見事1 で入選という で 実する。

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）

画像などの無断転載・引用ご遠慮ください。 30



8

から未来へ
風景は人の後ろと前に長 持 という の ース ク ィ を描き出している。マルクスの
間 いは人間が歴史を作ると言った点にある。 的に ちを収めるのは時間だが、人間は
歴史に えるのだ。とすれ 、変わりようのない世 の と共に人間について理 しなけれ
何もできまい（ ローデル）。

Less Aesthetics, More Ethics?
「今よりも未来がよくなり他人よりも自分が大切」という近代の終焉 に何ができるか？
リスクに対して完全な対応と作為（さくい）の要求。デザインは生の謳歌を強調するために、都市に
おいて死の印象はできるだけ隠蔽されてきた。

徹底的に考えるということを信託されている
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まちづくりと防潮堤 （平野勝也） 

 

防潮堤事 を手 っているのですが、 感を感じております。 には、 に、

このようなことが かれている ですね。明 な 土 が かれています。しかし、

の場合は、 を るということが かれておら 、 の防 のみが かれている。

がいい です。 

なことも りますが、この 年は、東北大学で、 市の復興まちづくりを の

の ー でやってきました。 たつめ、 陸町の復興 委員をやっていま

す。防潮堤の方は、 土 の方から景観 イ インを して しいという本 の

仕事に を して、 県・岩手県の現 の防潮堤を うするかということまでやってき

ました。 

て、防潮堤のことになりますが、 ちこちで な防潮堤が れている。 のなかで、

防災土木 の いとしては、物理的に っても 理が ると いながら の のこ

とも ったりで っていて、 れらが中 防災会議で議論 れ、 と という二つの

を考えることで しています。今 は、500年～1000年に の 大 ス の で

す。防潮堤の は １で います。この については の からの 平 から

考えれ 、合理 は ると っています。また、物理防 の を し、高い防潮堤

は、 ・環境・景観から れ、防災 事 の くが2 えで 的な が な

いように考えられている。また、 を防 しない理 としては、きわめてまれな事 で

り、的 な ができない。 な状況の中で、 まわ るかを議論しているのはよ

しくない状況と います。 らには、 造物の 年 が ッ で り、500年のために

年 年 ン ンスできるかといえ れも現 的でない。 

なことも りながら、 う考えるかを ると、 とに れ れ基 を けるこ

とな を考えているが、 を するにしても 理すると ン が ないものを

イ とくくって しなくてはならない。だから、今 るものを 大 に って考えるこ

とは る意味合理的だと えます。しかし、このような め方だと、たとえ 勝町の中

では で が れていない。 

て、これが、防潮堤の になりますが、これは、土を った に ン リー を

したものです。 ン リー わなき いけないなら、 めて リ な を れたりな

ということをデザイン の中で主 したりしています。 

このようなことも めているわけですが、 としてはやはり災 復 事 で るこ

と。時 が られている。しかも りの が なので、 い浜で二つの 造物

が てくる が る。また、資 というのも り、 部 ン リー で する

な て、とても できない。 のため 部 ン リー ッ になってしまい、

しも しくはないものになります。また、 ッ の は、 ン の な を

リ していないと として えなかったりして、 たにデザインしても れで ・

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）

画像などの無断転載・引用ご遠慮ください。 32



 
 

するのに1年かかるからだめだというはなしで、だったら の中から しかない。 

また、防潮堤の高 を るための手 きがないということも です。このようにい

い が るとはいえ、 人的には は防 し、 は ・ 災という方 は ンス

のとれた方 で ると います。な なら は歴史的にみて 年に しか ていないか

らです。 

しかし、 災 の感 としては、 年に で うが、現に した に ならな

い。 よ ものがいう500年に のきわめてまれな だという考え方と している。

このことが、現場でこの1年、もっとも ま られることで ったように感じています。 

は の事 ・ 防潮堤が て れた場合を してシ ーションする。 う

すると、なる く でも なとこ に みたいと っていた 災 の は、

とこ な てなくなってしまうというので、な とか 防潮堤が れないシ ーシ

ョンをしてくれという。 

これらは、時 感 の が き こす で り、今 の がきても大 といえ

ないと物事を められなかった。 して、1年たった今でも は く えていないのが現

状で る。これらの時 感 の を めるために、 災 が っていた方 としては

大きく つ、高 や、 ・ ー 、二 が ります。 くの が 災を物

理的に していました。 うしますと、この は うしても生じてしまうものです

が、 防潮堤なら 年や 年に の なら まります。 まるのに高 とい

うのは2重 資にならないかということが われている。また、人 の中で、高

の ス ィ リ ィが われる。また、大 な造 には2年3年平 でかかるが、

れを つだけの時 的 は るのかという が る。 の にも、 ス に 合った

が るのかが われたり、 の災 を理 に をしていたりするような現状

が になっている。 

・ ー 、つまり 中の 災 での から、 、

/ で の が に高まることから、 のときにこれを考えて、

まわ るかを議論している。しかし、この ー には が る。この ー をもとに、

500年に の災 に して 基 39 の災 をかけるのは なのかとい

うこと。災 は の災 と で ることや、1/30の にやられる には の

もない。 が 大だから大 だという議論も ります。 

また、二 堤の話ですが、 県平野部で二 堤をつくって、 重防 をおこなおうと

している。ただ、二 というのは が の事 では できるものでは りま

でした。やっと 防災 づくり ではじめて事 としての づけを ました。とこ

が したと 時に、 防災 づくり では事 、 できなくなりました。と

いうのも、 の堤防には のものに れ ないという理 から

が ないことが まったからです。 の として、高 土 と を えて、

で めているのが現状です。しかし、500年後にはこれは なのか。 年後かに、土
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と れてないか。 らには、 の り土で本 に まるのか、 の話、 ス

、 のようなことが れています。 

る の を めす ている 防 により 防災のリス に が で

いくリス の方が大きくなっていると え える現状です。 

陸前高田の も うで るが、 している場所で、 になっているとこ に、もとも

との のままでは、 を ってきて めた で防潮堤をつくるものとしていた。 

都市 も都市 とまちづくり に かれていてなかなか意 の をみるのが

大 な状況に ります。 

 

 

～ ～ 

： には いう がもう ているのですか  

：もうではじめていました。景観よりも だということ。 
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まちづくりと防潮堤
東北大学　平野　勝也

1

防潮堤事業に関する違和感

2

河川法の場合
（目的）

第一条 　この法律は、河川について、洪水、高潮等によ
る災害の発生が防止され、河川が適正に利用され、流水
の正常な機能が維持され、及び河川環境の整備と保全が
されるようにこれを総合的に管理することにより、国土
の保全と開発に寄与し、もつて公共の安全を保持し、か
つ、公共の福祉を増進することを目的とする。

3

海岸法の場合

（目的）

第一条 　この法律は、津波、高潮、波浪その他海水又は
地盤の変動による被害から海岸を防護するとともに、海
岸環境の整備と保全及び公衆の海岸の適正な利用を図
り、もつて国土の保全に資することを目的とする。

4

災害の防止でもなく
安全の保持でもなく

国土保全

5

さて

6
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この一年
復興まちづくり

石巻市　東北大学との交流協定

南三陸町　復興計画策定委員会委員

防潮堤

宮城県　環境・景観を考える委員会の委員

岩手県　同上

7

巨大津波とどう向き合うのか

8

9

防災土木屋の思い

今回の津波を防御するのは無理・・・
大自然の脅威に物理的に抗っても限界がある 

いや、でも普代村の奇跡が・・・。

だけど、他にもたくさん整備しなければ（東海、南海、東南海・・・）

中央防災会議の結論は

10

二つの津波

最大クラスの津波（L2津波）→減災

500年から1000年に一度

頻度の高い津波（L1津波）→防災＝防潮堤

数十年から百数十年に一度

11

L1防潮堤整備の合理性

公平性（他の災害事業との安全水準）

cf. 河川の治水水準

物理的防御への過信を反省

高い防潮堤は、利用・環境・景観からも問題

防災系事業の多くが二段構え

12
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L2を防御しない理由

極めて稀な事象（500年に一度）

的確な想定ができない

構造物の耐用年数

13

堤防高の決め方

14
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津波を整理
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河川洪水のように、確率計算はできない。
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L1津波の水位

海岸名 今回の津波
痕跡高

設計津波(L1)
必要堤防高

被災前
現況
堤防高対象地震 水位

雄勝湾 16.3 明治三陸地震 5.4 6.4 3.1～5.9

雄勝湾奥部 16.3 明治三陸地震 8.7 9.7 4.1～5.9

単位m (TP)
17

!" #$% &'( ) !" #$% &'(

*+,-./01234(

*+,-./01567.(

*+,-./01234(

*+,-./01567.(

‒̊↝᩿ૺ᧸ء

≋ෙ‒ ͨ≌

≋ᨕ‒ ͨ≌‒

18

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）

画像などの無断転載・引用ご遠慮ください。 37



!"#$"%$&'()*+,-."$/"0,123$45678

9:;<=>?@AB5C3DEFGHI@A8JK LMNOG$PQR67STUV>?@A.IFWOXK

ᏑעࢸỉᙴםỆợụෙެء᧸ỉᙸảỉ

᭗ẰửݲễẪẲẆןᡐज़ử᠉ถỂẨỦᴾ

ጂჽởټᇢἅὅἁἼὊἚᵆඥᏅᢿᵇỊẆႸᇌếẺỜẆඹẟЈẲьẰủẺ

ᙌԼởඹẟЈẲϼྸửᘍẟẆଢỦẰửᓳểẲẆ௩ỤẦẟҮᝋửɨảỦᴾ

ᐯỆᙸẶỦẺỜỉჽỉᘙ᩿ϼྸởἬỶὅἘỵὅἂሁỉ

ᘺửᘍẾẺụẶẵẆጏỉἼἨಮỆợụἉὅἩἽỆᙸẶỦᴾ

ὉጏỉἼἨಮḤᵏầࢍᛦẰủỦẮểỆợụẆḛܭܤज़ẆૅảỦज़ᙾḜửᘙྵỂẨ

ỦḤᵐểểờỆẆඥ᩿Ệᨏࢨầဃộủଢࡇử৮ảỦᴾ

Ὁרሁễ᧓ᨠỂỉЎራ҄ầᙻᙾႎễἼἌἲज़ửဃỚẆᧈٻễҮᝋử᠉ถẴỦ

ஙሁỆợụỺἕἊử௩

ỤẦẪᙸẶỦểểờỆẆӓ

ộụỉ༁ᩃẰửỗẦẴᴾ

ᢿЎႎỆౡఎẴỦẮểỆợẾềẆᆰ᧓ỉЎራởỴἁ

ἍὅἚẆМဇᎍỉỴỶἋἚἕἩểẲềဇỂẨỦᴾ

ὉౡఎሁỆợụỺἕἊử௩ỤẦẪᙸẶỦᴾ

ὉޛẦỤỉᡲዓࣱỆᣐॾẲẺᚇ࢟ầࢳỂẨỦᴾ

Ὁ᨞െሁỊᘺửᘍỪẵẆἉὅἩἽễ࢟ཞểẴỦᴾ

ὉụửᚨẬỦئӳỊɶځỆᚨፗẲẆӓộụỆᣐ

ॾẴỦẇᴾ

ụሁỂᐯỆᙸẶẺụẆἬỶὅἘỵὅἂởỽἻὊࢌᇢᑄᘺỊẆჽټ

ᑄᘺሁỉᘺỊᘍẾẺụẶẵẆዜਤሥྸởМဇࣱỆᣐॾẲềἉὅἩ

ἽễἅὅἁἼὊἚᘮᙴộẺỊỴἋἧỳἽἚᑄᘺểẴỦᴾ

᨞െሁỉԗᡀỆஙử

ౡఎẴỦẮểỂỴἩἿὊ

ἓỉႸҮểễỦᴾ
YZ[FWOXMO(K

\]3>?5^_8IFWOXMO(K

`]3>?5*_8IFWOXMO(K

ab3>?5Qcde8IFWOXMO(K

ඥ᩿ỉἼἨở᨞െˮፗỆӳỪẶềἘἁἋἓἵỆ٭

҄ửλủỦẮểỂẆټᇢỉ᩿ỆờᘙऴửɨảỦᴾ

᨞െሁỉᣐፗỊẆෙެء᧸ᇢᢿở൦ᧉሁನᡯཋỉሖ

ẆấợỎᏑעࢸỉעםМဇởМဇཞඞử៊ộảềẆ

ಒỈᵏᵎᵎ῍ᵑᵎᵎᶋỆᾀሖᚨẬỦẮểểẴỦầẆෙެء

᧸ỉࡨᧈửᎋảἢἻὅἋỉᑣẟˮፗỆᚨፗẴỦίɟᡲ

ỉෙެء᧸ỉɶ࣎ỆỊᚨፗẲễẟὸᴾ

൦ᧉỊẆء᧸ởԗᡀ

ᚇểỉᛦԧửЭ੩ỆἉ

ὅἩἽỆἙἈỶὅẴỦᴾ

Ḥ ᴾkἣὊἋỊጏỉἼἨಮửІỆẲẺئӳᴾ
Ḥᵐᴾḛನᡯཋầඬỉүᨖࣱử᧸ࣂẲẆૅảềẟỦḜểẟạஜஹỉೞᏡ

ửˡảỦẮểử᪽ࣞểẲẺἉὅἩἽễἙἈỶὅỉᎋả ᴾ૾

Ὁء්ݰỊẆМဇᎍầෙެټ᧸ءᇢẦỤټء්ݰᇢỆ๖ỤẦỆᆆѣ

ỂẨỦሁẆෙެء᧸ểỉɟ˳ज़ỆᣐॾẲẺἙἈỶὅầஓộẲẟᴾ

ὉჿාᇢᢿỉನᡯཋểẲềẆዼẟͼửᚨẬỦሁẆ๖ỤẦễӓளज़ử

ɨảỦἙἈỶὅỆᣐॾẴỦᴾ
ඥހỆჿử݃ẶỦẮểỂẆᙸảỉ᭗ẰởႺዴႎ

ễҮᝋử᠉ถỂẨỦᵆỗẦẲјௐᵇᴾ

19

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ

ᴾ ᴾ

89:;<=>?3@AB(

ᐯ࢟עίޛὸỉཎࣱầẦẰủẵẆ൦૾ӼỆᧈẟႺዴ࢟ཞ

Ệợụನᡯ˳ỉנ܍ज़ầࢍᛦẰủỦẇᴾ

8CDEFGHIJ?KL?3@AB( (

ỉဇ࢟עẨ˄ޛ

ỉဇᴾ࢟עẨ˄ޛ

ửẦẲẺᚇỉоЈᴾ࢟עẲᐯءࡽ

ᴾ
ἼỴἋࡸෙެᢿཎஊỉޛ˄Ẩ࢟עửဇẴỦẮểỂᐯ࢟עể

ᢌԧज़ỉݲễẟᚇầ࢟ẰủỦẇộẺẆჿාở࢟עỆࣖẳẺ

ဃ७ኒỉࣄΨỉ˷עầဃộủỦểểờỆẆݩஹỉൢͅ٭ѣồỉ

ᢘࣖẆ௩᠂ễෙެ̬μồỉࣖݣỉ˷עầဃộủỦẇᴾ

20

Ԙᡰ߃ოࠫࡔࠗߩ⟎⸳ߩࡉ❑�

ỉᘙ᩿ϼྸỉ̊ᴾءώႺᇌ

㈩⟎䈱⋡㩷

䊶ᡰ䈋ო䋺㪊㪇䌭䇮❑䊥䊑䋺㪈㪇䌭䈫䈚䇮䇱䈱ኻ⽎䈮䈍䈔䉎ታ㓙

䈱ႇ㒐ᑧ㐳䈭䈬䈮ኻᔕ䈚䈩ቯ䈜䉎䉅䈱䈫䈜䉎䇯㩷

㜞䈘䈱⋡㩷

䊶ᡰ䈋ო䈱ᄤ┵㜞䈲ႇ㒐ᄤ┵䉋䉍䉅䋲䌭⒟ᐲਅ䈕䉎䋨ႇ㒐䈱㜞

䈘䋨㪟䋩䈮ᔕ䈛䈩䇮㪟㬍㪉㪇䋦䉕⋡䈮ਅ䈕䉎䋩㩷

䊶❑䊥䊑䈲ᡰ䈋ოᄤ┵䉋䉍䉅䈘䉌䈮䋱䌭⒟ᐲਅ䈕䉎䋨ႇ㒐䈱㜞

䋨㪟䋩䈮ᔕ䈛䈩䇮㪟㬍㪈㪇䋦䉕⋡䈮ਅ䈕䉎䋩㩷

䈭䈬䈱⋡㩷

䊶ᡰ䈋ო䋺䋲䌭䇮ႇ㒐㕙䈎䉌䈱 㪍㪇 䋙䋨┵ㇱ䋩㩷

䊶❑䊥䊑䋺 㪍㪇 䋙䇮ႇ㒐㕙䈎䉌䈱 㪉㪇 䋙㩷

�ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߥߣⷞὐ႐ᦸߦ⋤ုࠍო┙⋤ޔߪ〝߁߆ะߦ╬ḧၞ᷼
�ޕࠆࠇߐૐᷫ߇ㄼᗵޔ⽎ශߥ㐳ᄢޔߓ↢߇㒶ᓇߡߞࠃߦಽ▵ലᨐߩ߃ߩ㕙ߥ߈ᄢ

ㄭߦ⢛ᓟߩႇ㒐߇╬⸳ᣉ߿〝ޔߪߢ╬ḧၞ᷼ࠆࠇߐᢛ߇ႇ┙⋤
ធ߇ߣߎࠆߔ⠨ޔࠇࠄ߃ⷞὐ႐ޕߔ߿ࠅߥߣ�
ޔ̌߃ࠄߣߦ⊛┙ࠍࡉ❑ޔო߃ᡰ ᡰ߁ߣ̍ࠆߡ߃ႇ㒐ߩᧄ᧪
߱⚿ࠍ┵ᄤߩო߃ᡰᲑૐ৻ࠅࠃႇ㒐ޔߚ߹ޕߔ߿ߓᗵࠍᯏ⢻ߩ
ᗐ߇✢ߩ⼂ޔߊߔ߿ࠇߐႇ㒐ߩ㜞߇ߐૐߊᗵޕࠆࠇࠄߓ�

21

L1防潮堤整備の問題

災害復旧事業であること

縦割りの調整が必ず必要

資材不足

下げるための手続きがない

22

とはいえ

23

L1を防御し
L2は避難・減災という
冷静でバランスのとれた

方針である

24
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なぜなら
L2津波は歴史的に見て

500年に一度しか
来ていない

25

しかし

26

被災者の感覚

27

「現に体験した津波」

28

現に体験した津波
vs

500年に一度の極めて稀な津波

29

時間感覚の差

30
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それが、本質的な難しさを持つ

31

被災市町村は

32

今回の津波が来ても大丈夫！

33

そう言えなければ
何も始まらなかった

34

そして一年経った今でも
恐怖は全く消えていない

35

時間感覚の差を埋める

高台移転
２・２ルール
二線堤

36
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多くの自治体が
L2減災を物理的に計画

37

多重防御の二枚舌

水管理・国土保全局（旧河川局）

L1防潮堤と避難路やソフト施策による多重
防御

都市局＋被災自治体

L1防潮堤による防災と、多重防御施設によ
る減災（L2で水はくるが被害が小さい）

38

高台移転への懸念
二重投資にならないか？

高台居住地はサスティナブルか？

高台造成を待つ時間的余裕はあるのか？

L1防潮堤ができるのにコストに見合った効果
はあるのか？

山に潜むリスクは大丈夫なのか？

39

２・２ルール

世界中の津波被災地での検証結果

津波水深2m以上、津波流速2m/s以上で、家屋
の全壊率が急激に高まる

L2津波に対して、２・２ルールを満たさない
ところは居住制限をかける

40

２・２ルールへの懸念

500年に一度の災害に対して建築基準法39条の
「災害危険区域」をかけるのは妥当か？

災害危険区域は他の災害と同列であること

1/30の洪水にやられる地域には何の制限も
ないこと

被害が甚大だから大丈夫？

41

二線堤

宮城県平野部特有の多重防御方法

仙台東部道路で津波が止まった

２・２ルールによる非居住地域を小さくする

津波防災地域づくり法ではじめて事業としての
位置づけを得た

42
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二線堤への懸念
津波防災地域づくり法では事実上できなく
なった

500m以上のは国庫補助対象外

二線堤の呼称が消えた→高盛土道路

道路事業（避難路）として実施する

内水氾濫時に冠水しないことは極めて重要

43

高盛土道路への懸念

500年後にもその高盛土道路は健在なのか？

普通の盛土で本当に止まるのか？

私権制限との連携してよいのか？

コストに見合う効果があるのか？

44

45 46

まちづくりへの懸念

過剰防御?が街のサスティナビリティーを奪う

L2津波のリスクと街が滅びるリスク

低平地は何に使うのか？公園？

地域にとって重要な資産は何か？

47
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49

まちづくりへの懸念

対津波の過剰防御?が別のリスクをもたらして
いないか？

盛土の不等沈下・高台のリスク

盛土に必要な工期による復興の遅延

地域資産の喪失

50

51

㐽દᎹ㧔ችฎᏒ㧕ޔፒࡩԛⷰశㄝ㧦㎓࡞࠺ࡕ

ᢛᓟࠗࠫࡔ�

�ޞᲧセߩᣇ߃ߩᣉ⸳ᢛᓟޝ �ႇޣ 㒐ޤ�

ᢤᩊἥἽᴾ

52

まちづくりへの懸念

防潮堤を所与条件としていないか？

縦割り（横割り？）では解決しない

cf. 防潮堤の線形・高さに市町村は責任を
持っていない

地域にとって重要な資産は何か？

53

さらに

54
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都市開発派
vs

まちづくり派

55

大規模区画整理
仮換地に何年？
盛土に何年？
大丈夫か？

56

まとめにかえて

防災事業（防潮堤・高台移転等）とまちづく
りの整合化・統合的検討を

安全か安全でないかの二元論からの脱却を

街が滅びるリスクをきちんと明示し、まちづ
くり派に丁寧な合意形成を

おそらく強烈な悪者が必要

57
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フリーディスカッション 

 

：では、平野 生の話 でも、 に関わることで会場から意 な が れ  

 

場 ： 時をできるだけ きないようにする 、 にする 、 ういったも

のとは に、防災の話とかを いていると、 時を のように日 の中に り でい

くかを議論していて、 こで しているという話を いていて、 こに ャ ン する

ことが大 なのかなとか、 くにいるものとして ったのですが、 の たりについて現

場に っている方々は う いますか  

：今 のは めなき 、というような方 に話が でいるのですが、 は の

ような フ でなく、 も 防 みたいな で めているのが現状です。 

：現時 では いことは していくことができないが、 と 化するものだから、

イ ン を らって していけるとは う。 れの になるようなものを は

っていかなくてはいけないことだと感じる。 

：とにかく、防がなけれ いけない状況としては、 高 が らけてすまないと

いうこと。 して、パ リッ ス ースをつくって、日 と 日 で い けられる

を ける が る。しかし れを、 理で めるのか、 うするのかは、教 な

を めて考えるとこ で る。 

 

場 ： の工事が の で本 にできるのか  

： の は、 ともに、 こまで めてもらえるのかが になっている。

本 に １防潮堤をつくって、 められるのか。 れらの が明らかになっていないか

ら た する れが る。 

 

：堤防は が して めて するから、 部だけで てもし うがない。

いうものを今後 のように っていくのか。 

：現場と 本部みたいな をわける が る。 

：羽藤 は 方やっている じ ないですか  

：防潮堤とか、 の話な は、 に意 していく様な話ではなかった。復

興 というものが今 できたが、今後 きる災 で復興 が かしらの方 を すことは

できるだ うけれ も、今 については れがままならない。今 の話としては、デザイ

ン な といった話 が てきているが、 

会場から： として、 れているとこ に かをしなき いけないというのは りま

すが、 れていないとこ にも防災のための事 をやっていくことを考えるとすれ 、

のようなことができるか  

：事前復興は しい。 、災 が きて、 こがかわい うだからお がつくとい
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うようなシス から日本はまだ け ていない。 

： 前の だけ考えると、 が してしまうから れを防 ような な

をつくるようなものがな れたりはしている。だから、 のなかで事前復興のような

ことを っていくことができるのではないか。 う考えれ いと っている。 

：これからは、このような災 が も こってくるということを考えなけれ なら

ない。 に土 を っていくことの意味を考えなくてはならない。今 やっていることを

に活かすという事を考えなけれ いけないと います。 本部に たち現場が ら

れてしまうと わりで、情報がないと もできない。だから、 で っていくことがで

きなけれ いけないと う。 

今 も、 でこれだけ大きな 災 が きたということだけれ も、 のなかで

方 論としての をつくり ていくことが重 で ると考える。 

 

場 ：まちづくり と都市 というはなしを れていたが、 な かが くのは

がれき 理なのですが、こ なとこ に が ったらま い じ ないのか、って うよ

うなとこ に が っていたりして、 れが今の では現場に るパ ーなのかなとか

っていたりします。 が がってくるといわ る 大 を重 れ、とび

けた人たちというのが られることになるとおもいます。 の 窪田 生な かは

のように感じられますか  

：現 で がないということはない、 の中で がうまくいってないのか、合意

ではなくて、 が なのか、ということをはっきり て、 し れを しない

ことが重 だと。 

： に仕事をしている人たちを ていると、 で話 ることと市 で話 ること

を けている。 リ ーンの とにも、 がたく 生まれている な が るが、

ういう を っ り してくるようなことが、この 年ではかけていたのかと いま

す。 

 

： ン ン の方も えているようですが、いかがでし うか。 

場 ： は を するということから まって 年 やら てもらって、今

は の手 いをしていて、 お をもらっていないけれ もやっている状況です。な

かというと、 カ が りないと われているので 事 がいっ いできてい

ますが、 にしたら の に う イしたらお がもらえて仕事ができるか か

らない。 のなかに ン が って、この事 をこうしたら うですか、と の

事 をちり めたら、まちづくり ができる、という の ッ ッ をしてます。 

れを で、 や をつかってやら てくだ い、 して は 所でしてくだ い、

というやり方は うだ うかということで、今 社 集まって しをしていま

す。 
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また、 で かの にはない ン を したのが です。ここは 災が ま

りなかったので りの を けようとしています。 ン や ンが 集して、

わからないことな は 生な に いたりしながらやってみることが重 なのかなと。

が けられていない集落な かというものも って、 ういったとこ に する きかけ

を土木 として、会社とか ういう を えて めることが なのではないかと

っています。 

： の仕組みを える ャンスなのかと。しかし、人と人とのつながり、 とい

ったことが のような のようなやり方、仕 けが ったとしても、 の人が れ

で らが復興を し たと えるのかが、わからない。 

場 ：現場では、ここで が えるようにして しいという な びを っと い

ていて、 れができないと人が ってしまう。 々としても の方が で に わ

っていける仕組みをつくることをしていかない り まらないので。 

 

： りがとう います。 のようにやらなくてはならないことが り、 やっ

ていかなくてはならないと います。会場の 様も れ れの 場で関わっておられると

いますが、 の 、 えるものはな でも うということで、学会な の場をつかうこ

とでやりやすくなることが るようで れ 、 う に を って きたいと い

ます。今日は うも りがとう いました。 
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